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1	 取扱説明書
本取扱説明書には重要な情報が含まれています。
	▶ 取扱説明書をよく読み、安全に関する注意事項に従ってください。
	▶ 取扱説明書はすべてのユーザーが利用できるよう保管してください。
	▶ 取扱説明書の指示に従わなかった場合、装置の責任および保証は
喪失します。

1.1	 表記
	▶ 危険回避のための指示を示します。
	→実行する必要のある作業手順を示します。

負傷の警告：
危険！
差し迫った危険。重傷または死亡につながる負傷。
警告！
危険の可能性。重傷または死亡につながる負傷。
注意！
危険。軽度～中度の負傷。

物的損害についての警告：
注記！ 

2	 使用目的
電磁バルブ・タイプ6213	EV/6281	EVを適切に使用しない場合、人、周囲
のシステムおよび環境に危険が及ぶ可能性があります。
	▶ 本装置は粘度21	mm2/sでの中性媒体の制御、遮断および計量用に
製造されています。
	▶ 適切に接続および取り付けられたBürkert製タイプ2508などの機器
コンセントをもって、本装置はDIN	EN	60529/IEC	60529に準拠した
保護等級IP65を満たしています。
	▶ 使用に際しては、契約書類および取扱説明書に指定された許容デー
タ、稼働・使用条件を遵守してください。
	▶ 防爆装置の場合は、銘板または補助ラベルを参照し、電磁コイル/フ
ィードフォワードの取扱説明書も合わせて遵守してください。
	▶ 適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、安全か
つ問題のない作動の前提条件となります。
	▶ 装置は必ず用途に沿って適切に使用してください。

2.1	 用語定義
使用される用語「装置」は常にタイプ6213	EV/6281	EVを指します。
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連続運転中の装置表面の高温による火傷/火災の危険。
	▶ 装置を引火性物質や媒体から遠ざけ、素手で触れないようにしてく
ださい。
交流電圧	(AC)	を伴うバルブの故障による負傷の危険。
固定されたソレノイドアーマチャはコイル過熱に作用し、故障につな
がります。
	▶ 作業プロセスの正常な機能を監視してください。
ねじ接続のゆるみによる短絡/媒体流出の危険。
	▶ シーリング材が正常に固定されているか確認してください。
	▶ バルブとパイプラインを慎重にねじ止めしてください。

一般的な危険状況。
	▶ タイプ6213	EV/6281	EVの内外部に変更を加えないでください。シ
ステム/装置を不意に操作することのないよう保護してください。
	▶ 取付け・メンテナンス作業は、必ず有資格の専門スタッフが適切な
工具を使用して行うようにしてください。

3	 基本的な安全注意事項
これらの安全注意事項は以下の点には考慮されていません
	• 装置の取付け、操作、およびメンテナンスで起こりかねない偶発事象。
	• 設置担当者や事業者が責任をもって遵守すべき現地の安全規則。

高圧による危険。
	▶ ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行っ
てください。
電圧による危険。
	▶ 装置またはシステムに介入する前に	電圧をオフにし、再起動しな
いよう保護してください。
	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください。
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	▶ 電気または流体供給が中断した場合、プロセスが定義どおり、もしく
は制御下で再開されるよう確保してください。
	▶ ハウジングに機械的負荷をかけないでください。
	▶ 技術上の一般規則を遵守してください。

3.1	 保証
保証の前提条件は、指定された使用条件を遵守したうえでの	装置の適
切な使用です。

3.2	 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ6213	EV/6281	EVの取扱説明書とデータシートは以下のサイトで
ご覧いただけます：
www.burkert.jp		 	タイプ「6213」または「6281」

4	 テクニカルデータ
4.1	 動作条件

以下の値は銘板に記載されています：
	•電圧（許容誤差	±10%）/電流タイプ
	•コイル出力（有効出力W単位、作動温度）
	•動作圧力
	•ハウジング材：真ちゅう	(MS)、ステンレス鋼	(VA)
	•シーリング材：FKM、EPDM、NBR

機能原理：

A	(NC)
2 (A)

1 (P)

2/2方バルブ、	
通常閉

A	(NC)
2 (A)

1 (P)

2/2方バルブ、	
通常閉、		
手動作動

B	(NO)
2 (B)

1 (P)

2/2方バルブ、	
通常開

保護等級：		 	 	DIN	EN	60529/IEC	60529準拠のIP65、Bürkert製タイ
プ2508などの機器コンセント搭載

日本語
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電磁コイルに排気接続G1/8を搭載するバルブ機能原理B	(NO)	に関す
る特別注意事項	(CF05/MX62)：

無電流状態ではバルブは開いています。媒体
はさらに電磁コイルの排気接続を通じて流れ
ます。
そのためこの構造タイプのバルブはコンプレ
ッサ負荷軽減にのみ適しています。

4.2	 使用条件
周囲温度：		 	 	最大+55	°C
動作時間：		 	 	銘板に異なる表記がない限り、磁気ドライブは連続

運転に適しています
連続運転における機能安全のための重要注意事項。
長期間停止状態となる場合、少なくとも1日に1～2回スイッチを
作動させることを推奨します。

耐用年数：		 	 	高いスイッチング周波数および高圧は耐用年数を縮
小します

電磁コイルおよびシーリング材に応じた許容媒体温度：

コイルハウジング	
PA/EP1)

シーリング材 媒体温度

ポリアミド	PA FKM 0～+90	°C
エポキシド	EP	(NA38) FKM 0～+120	°C
ポリアミド	PA EPDM –30～+90	°C
エポキシド	EP	(NA38) EPDM –30～+100	°C
ポリアミド	PA NBR –10～+80	°C
1)	 電機接続下のマークPAまたはEP

シーリング材に応じた許容媒体：

シーリング材 許容媒体2)

FKM Per溶剤、添加剤なし高温油、ディーゼル、添加剤
なし灯油、洗浄液

EPDM 冷水および温水、油および油脂液体
NBR 冷水および温水

2)	 		小さな差圧におけるガス状媒体（圧縮空気や真空など）は、わずかな密度を
維持（または制限）しても同様に切り替えられます。用途について当社の営業
所に事前にお問い合わせいただくことをお勧めします。
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UL/UR認可のバルブについては以下の値も合わせて遵守してください：
媒体温度 周囲温度

無害媒体（空気およ
び不活性ガス）

–30～+120	°C
–30～+100	°C		
（タイプ	6213	DN40）

-30～+55	°C

水 0～+100	°C 0～+55°C
防火サービスバルブ	
(PE48)

+5～+90	°C +5～+55	°C

4.3	 適合性
電磁バルブ・タイプ6213	EV/6281	EVは、EU適合宣言書に基づいてEU
指令に準拠しています（該当する場合）。

4.4	 規格
適用される規格はEU指令との適合性が証明されており、これらはEU型
式検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認することができます
（適用される場合）。

4.5	 銘板（例）

タイプ
機能原理

DN シーリング材

ハウジング材

ID番号 製造者コード

電圧、周波数、出力

接続タイプ、動作圧6213EV  A 10  EPDM  MS 

 

M
a

d
e

 in
 G

e
rm

a
ny

00221649 W14 LU

230V        50Hz       8W
G3/8       P N0 - 10bar
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5	 取付け
5.1	 安全注意事項

危険！

システムの高圧による負傷の危険。
	▶ ラインまたはバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを
行ってください。
感電による負傷の危険。
	▶ 装置またはシステムに介入する前に	電圧をオフにし、再起動しな
いよう保護してください。
	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な取付けによる負傷の危険。
	▶ 取付けは必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施
してください。
意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動による
負傷の危険。
	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	▶ 取付後、再起動を制御してください。

5.2	 取付けの前に
設置位置：	任意、駆動部はなるべく上。

手順：
	→パイプラインに汚れがある場合は取り除いてください。
	→バルブ入口の前にフィルターを取り付けます	(≤	500	µm)。

5.3	 取付け
注記！

注意・破損の危険。
	▶ 電磁コイルをレバーとして使用しないでください。

	→装置をオープンエンドスパナでハウジングに固定し、パイプライン
に入れてねじ止めします。
	→流量方向に注意してください：	
ハウジングの矢印は流量方向を示しています。

日本語
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5.4	 手動作動	
(タイプ6281のオプション、コードHA15/HA17)

バルブを手動で操作するには、ハンドレバーを電磁コイルの下で縦位置
に回す必要があります。

注記！ 

注意。
	▶ ハンドレバーを回しすぎないでください。
	▶ ハンドレバーを操作するとバルブを電動で切り替えることができな
くなります。

閉位置

ハンドレバー

閉位置

開位置

HA17

開位置

HA15

5.5	 機器コンセントの電機接続
警告！

感電による負傷の危険。
	▶ 装置またはシステムに介入する前に電圧をオフにし、再起動しない
よう保護してください。
	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください。
保護導線が接続されていないと、感電の危険が生じます。
	▶ 必ず保護導線を接続し、電磁コイルとハウジングの間の電気伝導
を点検してください。

手順：
	→機器コンセント（認可タイプはデータシートを参照）をねじで締め付
けます。その際最大トルク1	N⋅mを遵守してください	。
	→シーリング材が正しく取り付けられているか点検します。
	→保護導線を接続し、電磁コイルとハウジングの間の電気伝導を点検
してください。

日本語
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銘板に記載の電圧および電流タイプを遵守してください。

認可機器コンセント		
例：タイプ2508またはその他		
DIN	ISO	175301-803	Form	Aに準拠

シーリング

最大1	N⋅m

インパルス実装	(オプション、コードCF	16)：

1 2

	• バルブは電圧インパルス最低50	msで開きます：	
–	Pin	1、+	Pin	2
	• バルブは電圧インパルス最低50	msで閉じます：	
–	Pin	1、+	Pin	2

6	 メンテナンス、トラブルシューティング
6.1	 安全注意事項

警告！

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険。
	▶ メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が
実施してください。
意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動による
負傷の危険。
	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	▶ メンテナンス後に再始動を制御してください。

6.2	 電磁コイル取付け
警告！

感電による負傷の危険。
	▶ 装置またはシステムに介入する前に	電圧をオフにし、再起動しない
よう保護してください。
	▶ 取付けの際、電磁コイルがハウジングカバーにしっかり固定され、
電磁コイルのバルブハウジングへの保護導線接続が確立されるよ
うに注意してください。

日本語
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	▶ 電磁コイル取付後に保護導線接触を点検します。
媒体流出。	
固定ナットをゆるめる際、媒体が流出することがあります。
	▶ 固定ナットをそれ以上回さないでください。
過熱、火災の危険。	
バルブを前もって取り付けずに電磁コイルを接続すると、過熱による
電磁コイルの破壊につながります。
	▶ 電磁コイルは必ず前もってバルブを取り付けてから接続してくだ
さい。

手順：
	→電磁コイルハウジングをコアガイドチューブに差し込みます。
	→電磁コイルをナットで締め付けます。締め付けトルクを遵守してく
ださい。

注記！ 

不適切な工具による装置の損傷。
ナットは必ずオープンエンドスパナで締め付けてください。それ以外
の工具を使用すると装置が損傷する恐れがあります。

	→保護導線を点検します。

固定ナット用	
締め付けトルクを遵
守してください	
(表参照)！

ナット

Oリング
コアガイドチューブ

回転ロック

固定ナット用締め付けトルク：

電磁コイルタイプ 電磁コイル幅 締め付けトルク
AC10 32	mmまたは40	mm 5	N⋅m
AC19 42	mm 10	N⋅m

日本語
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6.3	 故障
故障の場合、以下を点検します
	→装置が規程に沿って設置され、電機接続および流体接続が適切に
行われていること、
	→装置に損傷がないこと、
	→すべてのねじが締め付けられていること、
	→電圧および圧力がかかっていること、
	→パイプラインが汚れていないこと。

バルブの切替ができない
考えられる原因：	
短絡またはコイル遮断。
	• ソレノイドアーマチャまたはコアエリアの汚れ。
	• 媒体圧の許容圧力範囲超過。

バルブが閉じない
考えられる原因：	
バルブ内部の汚れ。
	• ダイヤフラムの小さな制御孔の詰まり。
	• 手動作動によってバルブが開いている。

7	 スペアパーツ
注意！

誤った部品による物的損害および負傷の危険。
誤ったアクセサリや不適切なスペアパーツにより、負傷ならびに装
置、およびその周囲環境への損害につながる恐れがあります。
	▶ Bürkertの純正アクセサリと純正スペアパーツのみ使用してくだ	
さい。

7.1	 スペアパーツを注文する
スペアパーツセット
SET	1、SET	3またはSET	7のいずれかのセットと装置のID番号を指定の
上、スペアパーツセットをご注文ください。

日本語
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7.2	 スペアパーツ一覧

コイルセ
ット	
SET	1

消耗品セ
ット	
SET	3

6213	EV
コイルセット	
SET	1

プラグセ
ット	
SET	7

消耗品セッ
ト	SET	3

6281	EV

3)	 バルブの仕様に応じてスペアパーツの構成は図と異なる場合があります。

6281	EV	(MX62)
コンプレッサ負荷軽減バルブ	NO

コイルセット	
SET	1

プラグセ
ット	
SET	7

消耗品セット	
SET	3

日本語
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8	 輸送、保管、廃棄処分
注記！ 

輸送中の損害。
装置の保護が不十分な場合、輸送により損傷を受けることがあり	
ます。
	▶ 装置をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送
してください。
	▶ 許容保管温度外にならないようにしてください。
誤った保管は装置の損傷の原因となります。
	▶ 乾燥したほこりのない状態で保管してください。
	▶ 保管温度：–40～+80	°C						
媒体汚染された部品による環境への被害。
	▶ 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。
	▶ 国内の廃棄物処理規定を遵守してください。

	→環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください。
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